王 はうな ずいた。 

「そうです よ。」 

老婆が 訊いた。 

「お前さんの お嫁さん は、 何とい う 人 だね ご 

「まだありません よご 

きりょ. つ 

「お前さんの ような 才貌 で、 なぜ 十七になる までお 嫁 

さん を もらわな いね。 嬰 寧 もま だ 約束 もない し、 まこ 

とに 良い 似合 だが、 惜しい ことに は 身内と いう、 かか 

わりが あるね ご 

王 は 何もい わずに 嬰 寧 を じっと見 ていて、 他へ 眼 を 

ささや 

やる 暇がなかった。 婢は 女に 向って 小声で 囁いた。 



「私 は 花が 好き じ やない よ、 花 を 持って いた 人が 好き 

なの だよ ご 

嬰 寧 はいった。 

「親類 じ やない の、 愛する の は あたりまえ だ わご 

王 はいった。 

「私が 愛と いうの は、 親類の 愛 じ やない よ、 つまり 夫 

婦の愛 だよ ご 

嬰 寧 はいった。 

「親類の 愛 だって おんな じじ やない の ご 

「夫婦に なったら 一 緒に いるの だよ ご 

うつむ しばら 

嬰 寧 は 俯向いて 考え こんでい たが、 暫くして い つた _ 



「私、 知らない 人と 一緒にいた ことない わご 

その 言葉の まだ 終らない 時に、 婢 がそつ とやって 来 

たので、 王 は あわてて 逃げた。 

暫くして 王と 女 は、 老婆の 所で 逢った。 老婆 は 嬰 寧 

こ ヽ ，， こ。 

；:. 一一 11 口 レ J / 

「どこへ い つ てた ね ご 

嬰 寧 はいった。 

「庭で 話して いたわよ。」 

老婆 はいった。 

「とうに 御飯が できて るのに、 何の 話 をして いたの だ 

よ。 またお 喋り をして いたのだろう ご 



思って ご 

王 はうな ずいた。 

「いいと も、 だが どこに あるだろう ご 

嬰 寧 はいった。 

わか 

r すぐ 判ります ^ 

ひつぎ 

日 を 期して 二人 は櫬を 持って 出かけて いった。 嬰 

寧 は いばらの 生い茂 つた 荒れ はてた 中 を 指さした。 

掘って みると 果して 老婆の 尸が あった。 皮膚 も 肉体 

も そのままであった。 嬰 寧 は その 尸 を 撫でて 泣いた。 

そこで 二人 は その 尸 を櫬に 入れて 帰り、 秦 氏の 墓 を 

尋ねて 合 葬した。 その 夜、 王の 夢に 老婆が 来て 礼 を 
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